
まなびの扉
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●だるまのマーくんとはいたのおばけ
片山健絵／小沢正作（ポプラ社）

だるまのマーくんが森へ
おばけ退治にいくと、で
ろでろでろーんと現れた
のは、歯ブラシがこわいと
いうへんなおばけ。そこで
マーくんは…。

●平成マシンガンズ
　三並夏著（河出書房新社）

緑公民館図書室☎44-3008

●あみものやさんピーヨのプレゼント
おおしまりえ作・絵（岩崎書店）

ひよどりのピーヨは野原の
編み物屋さん。毎年遠く
からやってくる渡り鳥たち
に、今年はどんなプレゼン
ト？渡り鳥たちとピーヨの
やさしくあたたかい物語。

●港町に行こう
　青山誠  文（技術評論社）

三原図書館☎43-5037

●功名が辻〈新装版〉
司馬遼太郎著（文藝春秋）

戦国の動乱期。賢妻として
名高い千代と夫婦手をと
りあい、ついには土佐一国
の大名になった山内一豊
の痛快出世物語。2006
年ＮＨＫ大河ドラマ原作。

●小学生のまんが慣用句辞典
　金田一秀穂監修（学習研究社）

西淡公民館図書室☎37-3028

●きみ、だあれ？
前田まゆみ絵・文（主婦と生活社）

甘えん坊のきみ、だあれ？ 
星空の下のきみ、だあれ？ 
池に隠れているきみだあれ？ 
親子で謎解きしながら、きれ
いなイラストとともに、１２
の動物たちのお話が楽しめ
る。どんな動物たちに、出会
えるのかな？
●明治・大正・昭和天皇の生涯
　　　　　（新人物往来社）

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
　【特別整理（蔵書点検）のための休館】
　緑公民館図書室･･･２月６日（月）まで
　南 淡 図 書 館･･･２月13日（月）～20日（月）

　図書館（室）では、毎月の月末整理
日のほかに年１回、特別整理期間を
とっております。この期間は、所蔵
資料の把握をするために休館日とし、
蔵書点検などを実施しています。

◆蔵書点検とは
　曝書（ばくしょ）ともいい、書物の
虫干しを意味しています。実際には、
棚卸のようなもので、図書館の所蔵
資料（図書・雑誌・視聴覚資料等）を
すべて点検し、資料の状態を確認す
る点検作業です。

◆実際の作業としては
　各館（室）の書架にある本のバー
コードのデータをパソコンで読み取
り、読み取ったデータを突き合わせ
ることにより、「エラーリスト」「不
明資料一覧」が打ち出され、資料デー
タの修正・チェック作業を行います。
　利用者の皆様には大変ご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。

特別整理期間について

ま
な
び
の
扉
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・
２
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２
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第
21
回
天
体
観
測
会
・
オ
リ
オ
ン
座
の

ト
ラ
ペ
ジ
ウ
ム
を
見
よ
う
！

▽
日
時　

２
月
18
日
（
土
）
午
後

７
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子

ど
も
無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
。
悪
天
候
時
は
室
内

で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー

ム
再
建
準
備
会
代
表
・
木
田

徹
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３ 

８
２
４

　

　この銅鐸は、貞享３年

（1686）に慶野村（現在の

松帆慶野）の「中の御堂」（県

指定・史跡）から出土した

８個のうちのひとつだと言

われており、慶野地区で保

存・管理されてきました。

　この銅鐸の身は、横帯と

縦帯を３本ずつ田の字型に

交差させた文様で、上下左

右の４つの区分に分けられ

ています。上部左区画には、鹿と思われる四足の獣の文様

が描かれ、これ以外の全ての区画には２個１対の単頭渦巻

き文が描かれています。

 　　　　　問生涯学習文化振興課☎ 37-3020

発
掘
！
い
に
し
え
の
食
文
化

〜
御み

け
つ
く
に

食
国
に
い
た
る
ま
で
〜

　

奈
良
・
平
安
時
代
に
御
食
国
と

呼
ば
れ
た
淡
路
の
中
心
で
あ
る
南

あ
わ
じ
市
に
は
淡
路
国
府
や
国
分

寺
・
国
分
尼
寺
が
お
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
奈
良
・
平
安
時
代
ま
で
の
市

内
の
食
文
化
に
関
す
る
発
掘
資
料

を
中
心
に
展
示
。

▽
期
間
・
場
所　

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
、
淡
路

　

人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
。

　

２
月
21
日
（
火
）
〜
３
月
21
日

　
（
火
）、
南
淡
図
書
館

山
田
脩
二
の
軌
跡

写
真
、
瓦
、
炭･･･

展

　

フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
淡
路

瓦
師
（
カ
ワ
ラ
マ
ン
）
へ
転
進
し
、

独
自
の
創
作
活
動
を
続
け
る
山
田

脩
二
さ
ん
（
津
井
在
住
）
の
写
真

や
瓦
な
ど
を
展
示
。

▽
期
間　

２
月
４
日
（
土
）
〜
３

月
19
日
（
日
）

▽
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時
。
金
・
土
曜
は
午
後
８
時

ま
で
。
月
曜
は
休
館

▽
場
所　

兵
庫
県
立
美
術
館
（
神

戸
市
中
央
区
）

▽
そ
の
他　

山
田
さ
ん
と
安
藤
忠

雄
さ
ん
（
建
築
家
）
と
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
や
舞
踊
公
演
な
ど

の
関
連
事
業
も
開
催
。
詳
し
く

は
県
立
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
兵
庫
県
立
美
術
館
☎
０
７
８
・ 

２
６
２
・
０
９
０
１

玉
青
館
の
展
覧
会

◆
館
蔵
作
品
展
Ⅱ

▽
期
間　

２
月
26
日
（
日
）
ま
で

▽
内
容　

全
長
10
ｍ
を
超
え
る
大

画
面
に
、
米
ソ
冷
戦
時
代
に
世

界
平
和
を
願
い
、
２
頭
の
唐
獅

子
が
戯
れ
る
様
子
を
描
い
た

「
双そ

う

し

き

ぎ

の

ず

獅
喜
戯
之
図
」
を
は
じ
め
、

鳴
門
海
峡
の
豪
快
な
渦
潮
を

描
い
た
「
海か
い
も
ん
こ
う
げ
つ

門
更
月
」
な
ど
直

原
芸
術
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
作

品
を
紹
介
し
ま
す

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
テ
ー
マ
展
示
（
大
展
示
室
）

　

義よ
し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
だ
い
も
つ
う
ら

経
千
本
桜
大
物
浦
の
段
、

傾け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と
じ
ゅ
ん
れ
い
う
た

城
阿
波
鳴
門
順
礼
歌
の
段

◆
地
域
文
化
財
展
「
み
け
つ
国
発

見
〜
豊
穣
の
国
・
淡
路
〜
」

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で

◆
川
原
金き
ん
ぽ
う鳳
展

　

２
月
21
日
〜
。
淡
路
浄
曲
界
に

偉
大
な
業
績
を
残
し
な
が
ら

天
逝
し
た
金
鳳
太
夫
を
偲
ぶ

遺
品
の
数
々
を
展
示

◆
淡
路
人
形
写
真
展

　

２
月
14
日
（
火
）
ま
で

◆
吉
田
憲
三
絵
画
展

　

２
月
16
日
（
木
）
〜

　

公
民
館
絵
画
講
座
で
も
活
躍
中

の
作
者
の
淡
路
人
形
絵
画
・
仏

画
等
力
作
を
多
数
展
示

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
☎

43
・
５
０
３
７

西
淡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
・

西
淡
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
日
時　

２
月
12
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
。
雨
天
中
止

▽
コ
ー
ス　

湊
港
埋
立
地
〜
湊
商

店
街

　

※
交
通
規
制
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

問
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
☎

袈け

さ

だ

す

き

も

ん

裟
襷
文
銅ど

う
た
く鐸

（
国
指
定
）

７

2006.2.1発行

 

          　              １      2             3      4 

 5      ６     ７       8      9     10    11

12    13   14     15    16     17    18    

19    20    21    22    23     24    25

26 　27    28

●２月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです月末日

　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６名（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは２月３日（金）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

２月 12日 日 10:30 ～ 14:00 ～

２月 17日 金 13:30 ～ 18:30 ～

２月 25日 土 10:30 ～ 14:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

シリーズ
郷
土
の
誇
り
淡
路
人
形
絵
画

平
野
さ
ん
が
寄
贈

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
発
祥
の
地
、

市
三
条
出
身
の
平
野
隆
三
さ
ん

（
神
戸
市
）
か
ら
、一
月
五
日
「
淡

路
人
形
」
を
描
い
た
油
絵
の
寄
贈

を
受
け
、
中
田
勝
久
市
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た
絵
画
は
、
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
資
料
館
ロ
ビ
ー
に
掲
げ
ら

れ
ま
す
。
中
田
市
長
は
「
多
く
の

人
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
人
形

浄
瑠
璃
の
伝
承
に
役
立
て
て
い
き

ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

祈
り
の
絵
・
淡
路
の
絵
馬

永
田
さ
ん
が
著
書
を
寄
贈

　

洲
本
市
文
化
財
調
査
員
の
永
田

誠
吾
さ
ん
か
ら
、
淡
路
島
内
の
絵

馬
を
調
査
し
自
ら
執
筆
し
た
「
祈

り
の
絵
・
淡
路
島
の
絵
馬
」（
全

三
百
八
十
七
頁
）
三
十
六
冊
を
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

著
書
に
は
淡
路
島
全
域
の
寺
社

に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
の
ほ
と
ん
ど

が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、
市
内
全
て
の
小
・

中
学
校
、
図
書
館
お
よ
び
公
民
館

に
配
ら
れ
、
先
人
の
心
を
知
る
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

▲寄贈作品を中田市長に説明する平野さん（左）

▲永田さんと著書


